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１ 主題 

学校の一員として考え、行動する生徒の育成 

 
２ 主題について 

令和７年度は、主題の実現に向けてスクールワイド PBSの考え方を取り入れ、望ま
しい行動を具体的に示し、肯定的な声掛けを増やす取組を行った。 

成果 
・あいさつや声掛けの意識が高まる場面が見られた 
・生徒を肯定的に見る視点が広がった 

課題 
・目標がやや抽象的で、日常の具体的行動に十分落とし込めなかった 
・学年ごとに重点を設定したことで焦点が分散した 
・問題対応が優先され、予防的取組を継続する仕組みが弱かった 

その結果、主題である「学校の一員として」という意識を高めるところまで十分に

浸透させるには至らなかった面がある。 
 
３ 主題と手立て（ＰＢＳ）の位置付け 

生徒の帰属意識や主体性は、理念やスローガンを示すだけでは育たない。 
日々の学校生活の中で、 
・望ましい行動を積み重ねられること 
・自分の行動が認められること 
・自分たちで学校をよりよくしていると実感できること 
こうした成功体験の積み重ねによって育まれていくものである。スクールワイドＰ

ＢＳは、「問題行動を減らす直接的な手法」ではないが、望ましい行動を増やし、そ

の積み重ねを通して学校への帰属意識を高めるための土台づくりの仕組みである。 
本校では、ＰＢＳを“管理のため”ではなく、“主体性を育てる基盤づくり”として

活用していく。 
４ 令和８年度の基本方針 

今年度は、焦点化と継続をキーワードとする。 
① 全校で共通の具体的行動目標を設定する 
② 目標は３項目以内に絞る 
③ 月ごとに重点を明確にする 
④ 学期ごとに振り返りの場を設ける 
令和８年度は学年独自の目標は設けず、学校全体で同じ方向を向く。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

全校共通行動目標 

・チャイム前着席を徹底する 

・話している人を見て話を聞く 

・自分からあいさつをする 

目指す具体的な姿 

・授業をみんなでつくる 

・互いを尊重する 

・学校の雰囲気を自分たちで整える 


